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提案書


鹿沼市斎場申請システム構築及び保守業務公募型プロポーザルについて、次のとおり提案書及び添付書類を提出します。
なお、鹿沼市斎場申請システム構築及び保守業務公募型プロポーザル実施要綱及び関係規程を遵守し、不正な行為を行わないこと並びに当該提案書及び添付書類の記載事項が事実と相違ない旨を誓約します。


（参加者）
所　　　　　在
法人の名称
代表者の氏名等　　　　　　　　　　　　　　印　





（記入上の注意）
１　鹿沼市斎場申請システム構築及び保守業務公募型プロポーザル実施要綱第１２条及び鹿沼市斎場申請システム構築及び保守業務に関する仕様書に基づき記入してください。
２　提案内容を別紙に記載することもできます。また、各項目（タイトル）ごとに処理フロー、画面遷移表、画面コピー等のほか既存のマニュアル、手順書等の添付でも構いません。ただし、その場合でも、項目（タイトル）は、変更しないでください。
３　サイズは、別紙の場合でもＡ４とします。図面などＡ３の場合は、Ａ４サイズに折り込んでください。
４　原本及び副本は、片面印刷とします。
５　（記入上の注意）１～５は、提案書の作成時に削除してください。


１　本事業に要する経費の総額
	総額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和　６年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和　７年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和　８年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和　９年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和１０年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円

	　令和１１年度支払額
	　　　　　　　　　　　　　　円


（注）１　上記の表に記入する額は、それぞれ消費税及び地方消費税の相当額（１０％で計算）を含めた額を記入すること。
２　経費の総額は、上限額である５，７７５，０００円を超えることができません。
３　令和６年度に実施するシステム構築に向けた協議、調整、構築作業等に係る経費は、提案総額の上限額に含まれるものとします。
４　契約期間は、令和６年９月１日から令和１１年１１月３０日までとすること。
５　支払は、前項の期間における構築及び保守に要する総額を、運用テスト開始日である令和６年１２月１日から履行期間の満了日である令和１１年１１月３０日までの５か年（６０か月）間において、当該月ごとの実績に応じ、それぞれ翌月に６０回に分けて均等に支払うこと。
６　提案金額の内訳は、提案金額積算表（様式第８号）に記入して添付すること。この場合において、積算の内容とこの提案書の記入内容との関係が容易に把握できるよう工夫して記入すること。


２　システムのコンセプト、概要及び構成に関する提案内容（仕様書２、８及び９参照）
	【記入欄】



３　システムの予約、修正及び解約機能に関する提案内容（仕様書１０及び１１参照）
	【記入欄】



４　システムの管理機能に関する提案内容（仕様書１２参照）
	【記入欄】



５　システムの集計及び帳票出力機能に関する提案内容（仕様書１３参照）
	【記入欄】



６　システムの保守管理等に関する提案内容（仕様書１４から１６まで参照）
	【記入欄】



７　システムの導入過程に関する提案内容（仕様書１７参照）
	【記入欄】



８　システムの自由な提案内容
	【記入欄】
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